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 機構ニュース 

 今月の記事 

○ 「キャンパス・アジア」モニタリング⁺の報告 

     書を公開                       ・・・・・・・・１ 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象と

する単位積み上げ型の学位授与関係  

○ 令和元年度10月期申請に係る学位授与試験を 

    実施                                      ・・・・・・・・２     

学位授与事業 

○ 23人から学位授与の申請 

    -修士又は博士相当の課程修了見込者- 

                                                ・・・・・・・・２ 

主要行事日程 
○ Schedule（1月～3月）         ・・・・・・・・３ 

機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課

程修了者への学位授与関係  

機構ニュースは今号で200号を迎えることができました。 
日頃よりご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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TOP NEWS 

  

○ 「キャンパス・アジア」モニタリング＋の報告書を公開 

2018年より当機構、中国教育部高等教育教学評価センター（HEEC: Higher Education Evaluation 

Center of Ministry of Education）及び韓国大学教育協議会（KCUE: Korean Council for University 

Education）は、「キャンパス・アジア」の国際共同教育プログラムに対する質保証活動である「モニタ

リング＋（プラス）」を共同で実施しました。 

このたび、諸調査を通じてプログラムに求められる質的要素や優良事例等をまとめた報告書

『CAMPUS Asia Monitoring+ Joint Monitoring Report』（英語）を刊行しました。 

 

「キャンパス・アジア」モニタリング＋は、日中韓政府により共同採択された「キャンパス・アジア」

プログラム（2016年に新規採択された９プログラム）を対象に、プログラムの実施開始３年目（実施期

間は５年間）に当たる2018年から2019年にかけて実施されました。日中韓各国の有識者で構成される

共同モニタリング委員会・部会の下、書面調査、訪問調査を行い、モニタリング結果をまとめました。 

 

本書は、モニタリング＋を通して「キャンパス・アジア」プログ

ラムから得られた優良事例（104件）を中心にまとめた報告書です。

モニタリング＋の対象プログラムが、短期交流から長期交流、ダブ

ル・ディグリーまで幅広い形態のプログラムを展開していることか

ら、採り上げている優良事例も、単位互換の実施や、留学生の生活

支援、ダブル・ディグリーの構築、共同の自己評価活動など多岐に

わたっています。 

 

本書が、日中韓に限らず海外の大学との間で国際共同教育プログ

ラムを構築・運営される際などの参考となれば幸いです。 

 

 

 

 

 

本書は以下のURLからPDF版を無料でダウンロードいただけます。 

https://www.niad.ac.jp/n_kokusai/campusasia/monitoring_plus.html#report   
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学位授与事業 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

 

○ 令和元年度10月期申請に係る学位授与試験を実施 

「大学改革支援・学位授与機構 令和元年度10月期学位授与試験」として、令和元年12月８日（日）

に面接試験を東京で、また、12月15日（日）に小論文試験を東京、大阪の２地区で実施しました。 

試験の実施状況は次のとおりです。 

 

             （面接試験）    （小論文試験） 

 （1） 受験予定者数     ８２人       ５３６人 

 （2） 受 験 者 数     ８２人       ５３３人 

 （3） 欠 席 者 数      ０人         ３人 

 （4） 受  験  率    １００％      ９９．４％ 

 

今後、各専門委員会・部会における修得単位の審査及び学修成果・試験の審査を経て、令和２年２月21

日（金）開催の学位審査会で最終審査が行われ、合格者には学士の学位を授与する予定です。 

 

機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与関係  

 

○ 23人から学位授与の申請－修士又は博士相当の課程修了見込者－ 

大学院に相当する教育を行う課程として認定されている各省庁大学校の令和２年3月修了見込者23人

（修士課程相当20人、博士課程相当３人）から、学位授与の申請がありました。 

今後、各専門委員会・部会における論文の審査及び試験（口述）を経て学位審査会で最終審査が行われ、

合格者にはそれぞれ修士又は博士の学位が授与される予定です。 

 

＜修士及び博士の学位授与申請者数＞ 

認 定 課 程 名 学位（専攻分野） 
申請者数

（人） 

防衛大学校 理工学研究科（前期課程） 修士（工学） ３ 

防衛大学校 理工学研究科（後期課程） 博士（理学） １ 

防衛大学校 総合安全保障研究科（前期課

程） 
修士（安全保障学） ９ 

防衛大学校 総合安全保障研究科（後期課

程） 
博士（安全保障学） １ 

水産大学校 水産学研究科 修士（水産学） １ 

国立看護大学校 研究課程部看護学研究科 

（前期課程） 
修士（看護学） ７ 

国立看護大学校 研究課程部看護学研究科 

（後期課程） 
博士（看護学） 1 

合             計 23 
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

 

１月 

日 行事名 担当課 

13日～ 

2月 28日 

イタリア CIMEAとのスタッフ交流（派遣） 
国際課 

22日 大学機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

24日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第２回） 評価支援課 

29日 大学ポートレート運営会議（第 12回） 評価企画課 

30日 法科大学院認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

31日 令和元年度人材育成セミナー「大学等の IR 実務担当者向け

ワークショップ」 
評価企画課 

 

２月 

日 行事名 担当課 

５日 国立大学教育研究評価委員会（第 56回） 評価企画課 

21日 学位審査会（令和元年度第 4回） 学位審査課 

28日 学位記伝達式・講評 学位審査課 

 

３月 

日 行事名 担当課 

９日～12日 APNNIC招聘プロジェクト 国際課 

10日 大学機関別認証評価委員会（第４回） 評価支援課 

13日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

17日 法科大学院認証評価委員会（第４回） 評価支援課 

 

https://www.niad.ac.jp/about/conference/evaluation_conference/daigaku.html
https://www.niad.ac.jp/about/conference/evaluation_conference/koutou.html
https://portraits.niad.ac.jp/about/meeting.html
https://www.niad.ac.jp/about/conference/evaluation_conference/lawschool/
https://niadqe.jp/event/2122/
https://niadqe.jp/event/2122/
https://www.niad.ac.jp/evaluation/research_evaluation/kokuritukyoudou/kokurituhyoukaiin/entry-3914.html
https://www.niad.ac.jp/about/conference/degree_conference/gakui.html
https://www.niad.ac.jp/about/conference/evaluation_conference/daigaku.html
https://www.niad.ac.jp/about/conference/evaluation_conference/koutou.html
https://www.niad.ac.jp/about/conference/evaluation_conference/lawschool/



